
ミヤマジュズスゲにやや似ているが、茎は高さ10-30cmになり、上方は点頭する。基部には黄褐色を帯び

る部分がある。小穂は5-10個ついて、頂小穂は雄性、他は雌性で、長さ2-4cm、広線形で黄さび色を呈す
る。

標本による古い記録はあるが、生育環境が激減してい
る。2020年版でCランクからBランクに変更した。

里山の林道や農道沿いに生育し、耕作放棄などにより
消失している。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、三田市、加東市、姫路市、神河町、相生市、赤穂市、
上郡町、佐用町、丹波篠山市、丹波市

■ 国内分布

本州（近畿以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…ヤマジスゲ
環境省ランク… －Carex  bostrychostigma  Maxim.


